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（３） 　豊下楢彦『昭和天皇・マッカーサー会見』岩波書店、2012 年、192 － 193 頁。











































林水産省統計表によると（６）、1933 から 1935 年のデータを 100 とすれば、
1945 年の農林水産生産指数は僅かに 65.5 に過ぎなかった。日本国民の主食で







売新聞』（朝刊）、1945 年９月 19 日、第２面。
（６） 　農林省農業改良局統計調査部『農林省統計表　第 27 次　昭和 25 年』統計調査部、
1952 年、536 頁。
農林水産省図書館・電子化図書一覧公開システム
http://www.library.maff.go.jp/archive/Viewer/Index/200376564_0001（2016 年５月 15 日参照）



























（７） 　白木沢旭児「戦後食糧輸入の定着と食生活改善」『農業史研究』36 号、2002 年、10 頁。

























米の氾濫などの悪影響を及ぼした。1945 年８月 17 日、戦後最初の政府であっ
（９） 　北出俊昭『日本農政の 50 年』日本経済評論社、2001 年、31 頁。
（10） 　松田延一『日本食糧政策史の研究　第三巻』食糧庁、1951 年、223 頁。










軍政部も供出の督促に努めたが、結局 1945 年産の米の供出率は、米で 87％、
総合で 77％の水準にとどまった（13）。1946 年２月 16 日、幣原内閣は臨時の食
糧緊急措置令を公布したが、その第十条以降の罰則などの強権的な規定（14）と
それを要因とする米価の値上げによって、逆に農民と一般市民の反感を招い








（11） 　「千石農商相放送」『読売新聞』（朝刊）、1945 年８月 18 日、第２面。
（12） 　中村隆英、前掲書、185 頁。
（13） 　SCAP/GHQ,History of the Non-military Activities of the Occupation of Japan,36,Agriculture 
September,1945-December 1950,Tokyo SCAP 1952(Suitland),pp.239-240.
（14） 　農林大臣官房文書課　編『農林法規集　第３巻　需要調整』聯合出版社、1949 年、
101 － 102 頁。

























項目 1946 年 1947 年 1948 年 1949 年 1950 年 1951 年
米 16（16） 3（3） 42（42） 136（136） 672（45） 799（0）
大麦 0（0） 169（169） 191（191） 433（267） 280（178） 881（19）
小麦 340（340） 694（694） 695（695）1955（1748） 1573（801） 1645（435）
合計 356（356） 866（866） 928（928）2524（2091）2525（1024） 3334（454）
援助の割合 100％ 100％ 100％ 82.8％ 40.6％ 13.6％
※筆者が白木沢旭児「戦後食糧輸入の定着と食生活改善」（17）により整理し作成。











るための食料の提供を要請した。1945 年９月 29 日に、日本政府は「本土に
於ける食料需給状況」をＧＨＱに提出し、穀類約 300 万トン、砂糖 100 万ト











1946 年２月 13 日、第 1面。
（17） 　白木沢旭児、前掲書、12 頁。
（18） 　食糧庁食糧管理史編集室編『食糧管理史』（第五巻）食糧庁、1958 年、76 頁。
（19） 　日本農業年鑑刊行会編『年表　20 世紀の日本農業　日本農業年鑑 2001　別冊』家の















































し、食料輸出の必要性を調査させた。その結果、1946 年６月 10 日、ＧＨＱ
は１万トンの小麦粉の京浜地区への放出を許可した（26）。その後、1946 年４月
から 10 月にかけて、合計約 68 万トンの輸入食料が放出され、７月には食料
援助を中心とするガリオア資金（Government Appropriation for Relief in 
Occupied Area）が実施された。1947 年と 1948 年の２年間でその量が増大し、
毎年の輸入食料放出量が 300 万トン以上に達した（27）。
　こうして、ＧＨＱの態度の変化により、日本への食料援助の放出は確保さ
（25） 　食糧庁食糧管理史編集室編、前掲書、76 － 77 頁。
（26） 　日本農業年鑑刊行会編、前掲書、111 頁。
（27） 　食糧庁編『管理統計年報　昭和 24 年』食糧庁、1950 年、221 頁の輸入食糧放出実績
表より算出した。
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（28） 　袖井林二郎編訳『吉田茂＝マッカーサー往復書簡集「1945 年－ 1951 年」』法政大学
出版社、2000 年、123 － 124 頁。
（29） 　松田延一、前掲書、220 頁。


















1945 年 10 月 13 日 農林大臣松村謙三 戦後の食料問題について聴取
1945 年 11 月 6 日 農林大臣松村謙三 1945 年産米の第１回予想収穫高に関する奏上を
受け



























　まず、その１回は、1945 年９月 27 日、昭和天皇が自らアメリカ大使館に




1946 年５月 18 日 当番侍従 飯米獲得人民大会（食糧メーデー）の決議と上
奏文に関する説明を聴取
1946 年５月 23 日 全国 食料問題に関する御言葉の録音をラジオ放送




1946 年５月 31 日 マッカーサー元帥 天皇より食料援助に対する感謝と更なる援助の
御要請






1946 年 10 月 16 日 マッカーサー元帥 アメリカからの理解ある援助により、５月の食
料危機を乗り越えることに感謝の意を表した









http://www.kunaicho.go.jp/kunaicho/koho/taisenkankei/index.html（2019 年１月 18 日参照）




























下に捧げる各界奉祝の声』天皇陛下御在位六十年奉祝委員会、1987 年、112 － 113 頁。
（35） 　木村時夫編著『松村謙三』財団法人櫻田会、1999 年。



























（38） 　同上、264 － 265 頁。





















マッカーサー元帥の個人的な態度の変化について、1946 年 10 月 16 日に行わ
れた昭和天皇とマッカーサーの第３回会見において、マッカーサーは、「日本
の食糧確保のため、辞職覚悟でトルーマン大統領と交渉した」（41）というように、































（42） 　「昭和天皇実録、誤り 5000 カ所」『朝日新聞』（朝刊）、2019 年３月 14 日、第１面。
広島法学　43 巻１号（2019 年）－ 124
− 147 −
　奥村が語った内容については、昭和天皇が皇室の財産をもって、アメリカ



















経った 2002 年であった。2002 年 10 月 17 日に、情報公開法に基づく朝日新




刊）、2002 年 10 月 17 日、第１面。
（45） 　児島襄「天皇とアメリカと太平洋戦争」『児島襄戦史著作集』文藝春秋社、1979 年、




同年 10 月 24 日に、宮内庁も同庁に保存された「御会見録」を公開し、その
内容は、外務省が公開したものと全く同一であった。要するに、「御会見録」



















（46） 　同上、304 － 308 頁。
（47） 　「昭和天皇・マッカーサー会見録（全文）」『朝日新聞』（夕刊）、2002 年 10 月 17 日、
第３面。　
（48） 　松尾尊兌「考証　昭和天皇・マッカーサー元帥第一回会見」『京都大學文學部研究紀
要』29 号、1990 年、58 － 59 頁。




















































2002 年 10 月 24 日、２面、第 14 面。
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（56） 　宮内庁『昭和天皇実録』第九巻　東京書籍、2016 年、920 － 922 頁。
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刊）、1979 年８月 30 日、第３頁。























於が記録した奥村の証言の内容について、1945 年９月 27 日昭和天皇とマッ
カーサーとの第１回会見における昭和天皇の非公式な外交活動があったこと
は、「御会見録」及び関連資料の中に記されなかった。しかし、これらの資料
に漏れや誤りの存在が確実であり、意図的に昭和天皇の非公式な外交活動に
関する内容が削除された可能性も否定できない。松村謙三の記録について、
全体的に信憑性が高く、『昭和天皇実録』にも間接的に証明できる記録が存在
117 － 食料安全保障の萌芽期における外交の役割（孫）
− 154 −
する。さらに、昭和天皇は、自分が食料援助に貢献したと認める記事も発見
された。そのため、松村謙三が記録した昭和天皇の非公式な外交活動は、確
実なことと言っても過言ではない。全体的に見れば、上述の検証によって、
昭和天皇の非公式な外交活動が存在することが証明できるが、昭和天皇の非
公式な外交活動の全体像は未だ解明されてない。将来、昭和天皇に関する新
たな資料の公開により、更なる検討が期待される。
